
日
本
国
憲
法
施
行
６３
年
を
前
に

〈政
権
交
代
〉

日
本
国
憲
法
の
前
文
は

「
国
政

は
、
国
民

の
厳
粛

な
信

託

に
よ

る
」
と
高
ら
か
に
規
定
す
る
。
二

〇
〇
九
年
の
政
権
交
代
は
、
ま
さ

に

「
国
民
の
厳
粛
な
信
託
」
を
受

け
て
起
き
た
。

一
九
九
六
年
に
小

選
挙
区
比
例
代
表
並
立
制
が
実
施

さ
れ
て
以
来
十
三
年
間
続
い
た
、

自

民

党

政

権

を
拒

否
す

る

「
国

民
」
の
審
判
だ

っ
た
。

〇

一
年
か
ら
の
世
界
や
日
本
に

は
、
暗
雲
が
立
ち
こ
め
て
い
た
。

自
作
自
演
も
疑
わ
れ
て
い
る
９

・

Ｈ
テ

ロ
を
契
機
に
、
〇
三
年
、
イ

ラ
ク
戦
争
が
始
ま
る
。
三
〇
〇
〇

年

代

は
、

《
イ

ラ
ク

戦

争

の
十

年
》
だ

っ
た
。

日
本
で
は
、
〇
六
年
、
安
倍
内

閣
が
、
イ
ラ
ク
派
兵
に
連
動
し
て

憲
法
改
正
を
唱
え
、
国
民
投
票
法

（
憲
法
改
正
手
続
き
法
）

・
防
衛

省
設
置
法

・
教
育
基
本
法
改
定
の

三
法
案
を
提
出
す
る
。
多
く
の
人

々
が
反
対
し
、
デ
モ
も
起
き
た
。

法
案
の
不
十
分
な
報
道
、
反
論
を

許
さ
な
い
異
常
な
雰
囲
気
、
矢
継

ぎ
早
の
審
議
は
、
戦
時
立
法
の
様

相

だ

っ
た
。
民

主
、
共

産
、
社

民
、
国
民
新
の
各
党
は
、
国
民
投

票
法
案
に
強
硬
に
反
対
し
た
。
し

か
し
小
選
挙
区
ゆ
え
に
衆
議
院
議

席
の
三
分
の
二
を
え
た
自
民
、
公

明
の
与
党
は
、
数
に
頼

っ
た
議
会

運
営
で
、
こ
れ
ら
を
強
引
に
成
立

さ
せ
た
。

だ
が

「
国
民
」
は
黙

っ
て
い
な

か

っ
た
。
〇
七
年
の
参
院
選
で
、

安
倍
政
権
を
拒
絶
し
、
民
主
党
が

大
勝
し
た
。
続
く
福
田
、
麻
生
内

閣
は
、
無
為
の
ま
ま
、
〇
九
年
の

衆
院
選
で
政
権
交
代
と
な
る
。
こ

の
経
過
を
忘
れ
て
は
な
ら
ず
、
ま

た
現
状
に
慣
ら
さ
れ
て
も
な
ら
な

い
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ

（
同
盟
国
最
高
司
令

部
）
で
国
会
改
革
を
担
当
し
た
Ｊ

・
ウ

ィ
リ

ア
ム
ズ

は

一
九

五

一

年
、
東
京
で
の
講
演
で

「防
衛
省

を
作
る
動
き
が
出
た
ら
議
会
制
度

の
存
続
が
心
配
だ
」
と
述
べ
て
い

る
。

〈
二
大
政
党
制
〉

小
選
挙
区
に
よ
る
三
大
政
党
制

で
は
、
議
席

数

の
変

化

が
激

し

く
、
強
行
採
決
も
な
さ
れ
た
。
そ

れ
ゆ
え
政
権
が
代
わ
れ
ば
、
そ
れ

を
打
ち
消
す
機
敏
な
対
応
が
必
要

で
あ
る
。

同
時
に
戦
後
処
理
は
、
迅
速
を

要
す
。
四
五
年
九
月
に
対
日
戦
争

が
終
わ
る
や
、
米
国
は
兵
員
を
減

員

し
、
戦
略

事

務

局

を
解

体

し

た
。　
一
日
で
も
早
く
戦
争
体
制
を

解
消
し
、
民
主
制
を
回
復
す
べ
き

だ
と
い
う
思
想
が
あ
る
。

イ
ラ
ク
に
大
量
破
壊
兵
器
は
発

見
さ
れ
ず
、
国
連
決
議
を
無
視
し

た
米
英
に
追
随
し
た
日
本
の
戦
争

責

任

は
重

い
。
イ

ラ

ク
派

兵

に

は
、
違
憲
判
決
も
出
た
。
イ
ラ
ク

戦
争
が
終
わ
る
や
、
米
国
大
統
領

オ

バ

マ
は

「
チ

エ
ン
ジ
」

と

叫

び
、
平
和
を
回
復
し

つ
つ
あ
る
。

機
敏
性
が
、
米
国
の
強
み
で
は
あ

る
。最

近
の
日
本
は
、
世
界
の
動
き

に
逆
行
し
て
い
る
。
前
述
の
三
法

は
、
そ
れ
ぞ
れ
表
現
の
自
由
、
第

九
条
と
文
民
統
制
、
思
想
の
自
由

に
照
ら
し
、
違
憲
性
が
強
い
。
格

上
げ
さ
れ
た
防
衛
省
の
ま
ま
、
予

算
を
浪
費
す
れ
ば
、
赤
字
国
債
は

増
え
、
国
は
滅
び
か
ね
な
い
。
格

差
社
会
を
放
置
し
て
の
、
派
兵
や

給
油
に

「
国
民
」
は
首
を
か
し
げ

た
。
教
育
基
本
法
の
愛
国
心
や
伝

統
尊
重
も
、
戦
争
の
産
物
だ
。
戦

争
が
終
わ

っ
た
今
、
こ
れ
ら
を
元

に
戻
す
こ
と
が
必
要
だ
。
政
権
を

と

っ
た
ら
、
反
対
し
た
国
民
投
票

法

の
廃

止

を

「
国

民
」

は

「
信

託
」
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
二
大

政
党
制

下

の
憲
法

原
理

で
も
あ

る
。
違

憲
法

令
排

除

法

の
制
定

や
、
憲
法
調
査
会
を
憲
法
擁
護
義

務
調

査
会

に
す
る

の
も

一
案

だ

（憲
法
第
九
九
条
）
。

「
国
民
」
の
平
和
願
望
は
根
強

い
。

平

和

や

「
一
層
大

き

な
自

由
」
は
、
国
連
憲
章
も
定
め
る
。

平
和
と
自
由
を
回
復
し
う
る
機
会

は
貴

重

で
あ

る
。
平
和

を
重
視

し
、
主
張
を
貫
く
政
党
は
、
支
持

を
え
ら
れ
る
。

「
信
託
」
に
こ
た

え
る
新
た
な
勢
力
が
生
ま
れ
る
可

能
性
も
あ
る
。
司
法
府
に
も
民
意

を
反
映
し
う
る
。
内
閣
は
、
定
年

ま
で
年
数
の
長
い
若
く
て
革
新
的

な
人
を
、
最
高
裁
の
判
事
に
任
命

す
る
こ
と
も
で
き
る

（憲
法
第
七

九
条
）
。
民
主
党
政
権
は
、
あ
と

三
年
し
か
保
証
さ
れ
て
い
な
い
。

国
際
的
で
長
期
的
な
視
点
こ
そ
必

要
だ
ろ
う
。

〈世
界
標
準
〉

戦
争
犯
罪
を
裁
く
、　
一
九
九
八

年

の
国
際

刑
事

裁

判

所

（
Ｉ

Ｃ

Ｃ
）
規
程
を
、
日
本
も
二
〇
〇
七

年
に
批
准
し
、
地
球
上
か
ら
武
力

行
使
が
撲
滅
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

る
。
イ
ラ
ク
戦
争
後
、
も
は
や
い

か

な
る
武

力
行
使

も
許
さ

れ

な

い
。
世

界

が

平
和

を
求
め

て

い

る
。日

本
国
憲
法
第
九
条
こ
そ
が
勝

利
し
つ
つ
あ
る
。
第
九
条
は
世
界

遺
産
だ
と
私
は
指
摘
し
て
き
た
。

い
ま

や
第

九

条

は
、

《
世

界

標

準
》
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。
今

後
十
年
は
、
世
界
に
恒
久
平
和
の

「法
の
支
配
」
を
及
ぼ
す
人
類
史

の
岐
路
に
あ
る
。
恒
久
平
和
を
主

導
し
た
国
が
、
世
界
を
率
い
る
。

こ
の
こ
と
を
真
剣
に
認
識
し
、
心

あ
る
政
治
家
が
、

「
国
民
の
厳
粛

な
信
託
」
に
こ
た
え
る
こ
と
を
、

切
に
望
み
た
い
。

◇

は
ら

・
ひ
で
し
げ
＝
憲
法
学
者

ｏ
世

界

人
権

研
究

所

長
　

著
書

『
日
本
国
憲
法
制
定
の
系
譜
』
Ｉ

・
Ⅱ

・
Ⅲ

（
日
本
評
論
社
、
続
刊

中
）
が
原
案
の
映
画

「太
陽
と
月

と
―
私
た
ち
の
憲
法
の
人
々
の
情

熱
」
を
総
監
修
。

国民の信託に

応えてほしい 原 秀成


